
は じ め に 

 

四日市市教育委員会では、平成１５年（初版：平成１４年度版）から、本市の

学校教育の実情を広く情報発信し、市民の方々にご理解をいただくため、「四日

市市学校教育白書」を発行しています。 

平成１７年度版（第４号）からは、本市の目指す学校教育の基盤として策定し

た「四日市市学校教育ビジョン」の進捗状況の評価を、この白書のもう一つの役

割として位置付け、ビジョンの重点目標に対する達成状況等について記載して

います。 

平成２８年度からスタートした「第３次四日市市学校教育ビジョン」では、本

市の学校教育が目指す子どもの姿を明らかにし、その方向性を示すとともに、

「子どもにつけたい力」と「子どもを支える学校づくり」の２つの観点から具体

的な施策を定めました。 

令和２年度からは、新しい四日市市の総合計画がスタートし、「夢と志をもち、

未来を創るよっかいちの子ども」の育成を掲げた「四日市市新教育プログラム」

による取組が始まりました。 

 しかしながら、新型コロナウイルス感染症の全国的な拡大に伴い、本市におい

ても令和元年度末からの２度の臨時休業を行うなど、学校教育活動に大きな影

響がありました。学校再開後も、感染症対策を徹底したうえでの授業や学校行事

の精選を行うなど、「学校における新しい生活様式」に基づく感染拡大防止対策

に努めるとともに、児童生徒の学びの保障にも取り組んできました。 

一方、国のＧＩＧＡスクール構想前倒しによるＩＣＴ環境の急速な整備によ

り、令和２年度末には１人１台学習者用タブレット端末の配備やネットワーク

整備など、子どもたちを取り巻く教育環境も急激に変化しました。 

本書では、令和２年度の教育委員会における取組の総括を行うとともに、学校

教育ビジョンの実現に向け、子どもの姿や各学校・園での取組の現状を紹介して

います。そして、各施策の実施状況や達成状況等の現状及び課題について明らか

にすることで、「四日市市新教育プログラム」との関連を含めた第４次四日市市

学校教育ビジョンの基盤づくりにつなげていきます。 

今後も、子どもたちが主体的・協働的に学ぶ意欲や態度を身に付け、学校での

学びを人生の充実・幸せや将来の社会貢献につなげていくことのできる「輝く 

よっかいちの子ども」の育成を目指していきます。 
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